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新たな遊び場の創出

に感謝状が贈られた

＝薩摩川内市の同学
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県
建
設
業
協

会

大

口

支

部

（
藤
井
和
三
郎

支
部
長
）
は


日
、
伊
佐
市
の

会
員
施
工
現
場

で
役
員
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し

た
。
年
度
末
の

無
事
故
無
災
害

を
目
指
し
、
さ

ら
な
る
安
全
管

理
の
徹
底
を
促

し
た
。

　
こ
の
日
は
、

県
姶
良
・
伊
佐

地
域
振
興
局
建

設
部
発
注
の
２

災
７
１
４
号
道

路
災
害
復
旧
・

布
計
山
野
線
（
國
玉
建
設
）
、

２
災
７
１
５
号
同
・
同
（
藤

井
建
設
）
、
２
災
４
７
６
号

河
川
災
害
復
旧
・
羽
月
川

（
共
同
設
備
工
業
）
な
ど
道

路
・
河
川
の
復
旧
工
事
を
中

心
に
８
現
場
を
巡
回
。
現
場

内
や
現
場
事
務
所
、
施
工
状

況
・
進
捗
等
を
確
認
し
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
含

め
、
安
全
対
策
が
徹
底
さ
れ

て
い
る
か
娃
な
ど
入
念
に
点

検
し
た
。

　
反
省
会
で
は
、
一
部
指
摘

事
項
が
あ
っ
た
も
の
の
、
各

現
場
と
も
お
お
む
ね
良
好
と

評
価
。
瓜
生
島
修
労
務
委
員

長
（
大
菱
）
は
「
す
べ
り
や

す
い
箇
所
や
法
面
の
高
所
作

業
な
ど
、
災
害
が
起
こ
り
や

す
い
要
因
が
あ
る
。
作
業
前

の
点
検
や
作
業
時
の
確
認
を

徹
底
し
、
絶
対
に
事
故
は
起

こ
さ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

作
業
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
、
藤
井
支
部
長
（
藤

井
建
設
）
も
「
細
心
の
注
意

と
万
全
の
対
策
で
安
全
作
業

を
」
と
さ
ら
な
る
注
意
を
呼

び
掛
け
た
。

　
県
法
面
防
災
協
会
（
上
原

徳
正
会
長
）
は

日
、
葉
月

工
業
が
請
け
負
う
鹿
児
島
市

吉
野
町
の
現
場
で
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
役
員

ら
８
人
が
参
加
。
女
性
躍
進

が
生
み
出
す
優
れ
た
施
工
体

制
や
衛
生
環
境
を
高
く
評
価

し
た
。

　
県
鹿
児
島
地
域
振
興
局
が

発
注
し
た
２
年
度
緊
急
予
防

治
山
事
業
（
磯
工
区
）
の
現

場
を
視
察
。
会
員
ら
は
、
代

理
人
を
務
め
る
雄
城
智
恵
美

さ
ん
か
ら
進
捗
率
や
施
工
状

況
な
ど
聞
き
取
る
と
、
法
切

工
の
出
来
形
確
認
を
進
め
て

い
た
現
地
の
様
子
を
入
念
に

確
認
し
た
。

　
講
評
で
は
、

整
然
と
し
た
現

場
環
境
を
は
じ

め
、
事
務
所
や

ト
イ
レ
等
の
衛

生
状
況
を
賞
賛
。

周
辺
の
商
業
施

設
等
に
配
慮
し
て
木
製
防
護

柵
を
用
い
た
姿
勢
な
ど
も
評

し
た
上
で
、
ゼ
ロ
災
推
進
を

願
い
な
が
ら
改
め
て
転
落
事

故
の
防
止
を
促
し
た
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
業
界
で
女

性
が
活
躍
す
る
姿
を
見
る
こ

と
は
い
ま
だ
少
な
い
が
、
そ

の
視
点
が
生
み
出
す
現
場
環

境
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
」

と
話
す
の
は
上
原
会
長
（
鹿

児
島
道
路
サ
ー
ビ
ス
）
。
「
極

め
て
良
好
で
あ
り
、
完
了
ま

で
無
災
害
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
意
識
を
高
く
持
ち
続
け

て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

　
パ
ト
終
了
後
、
「
外
部
か

ら
の
意
見
は
と
て
も
参
考
に

な
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
雄

城
さ
ん
。
一
層
の
管
理
強
化

を
誓
い
、
「
始
業
前
の
機
械

点
検
な
ど
を
徹
底
し
て
い
く
」

と
力
を
込
め
た
。

　
日
本
技
術
士
会
九
州
本
部

県
支
部
（
井
内
祥
人
支
部
長
）

は

日
、
鹿
児
島
市
の
か
ご

し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

Ｃ
Ｐ
Ｄ
研
修
会
を
開
い
た
。

鹿
児
島
大
学
生
や
会
員
ら


人
が
受
講
。
飛
行
機
設
計
の

よ
も
や
ま
話
（
航
空
機
開

発
・
設
計
事
例
の
紹
介
）

を
、
第
一
工
業
大
学
航
空
工

学
部
航
空
工
学
科
の
野
田
晋

二
教
授
が
講
演
し
、
構
想
か

ら
設
計
、
製
造
、
試
験
等
の

一
連
の
経
験
か
ら
技
術
者
と

し
て
の
心
構
え
な
ど
を
伝
え
、

参
加
者
は
他
分
野
か
ら
刺
激

を
受
け
た
。　

同
教
授
は
、
川

崎
重
工
業
か
ら
出

向
し
て
教
壇
に
立

ち
、
同
社
岐
阜
工

場
で
、
航
空
と
海

上
自
衛
隊
の
航
空

機
の
開
発
・
設
計

に
従
事
し
て
き
た

経
験
等
を
紹
介
。

主
に
空
調
・
冷
却
・
与
圧
、

防
除
氷
等
の
各
シ
ス
テ
ム
に

携
わ
っ
た
。
　

　
日
本
の
航
空
機
産
業
に
つ

い
て
、
「
自
衛
隊
機
は

～


年
間
運
用
す
る
。
そ
の
た

め
、
設
計
や
現
場
で
の
技
術

継
承
が
難
し
い
」
と
話
し
、

「
現
存
機
の
改
修
や
能
力
向

上
で
維
持
し
て
き
た
」
と
説

明
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
で
は
、
「
旅

客
機
に
装
着
が
増
え
て
き
た

ウ
イ
ン
グ
レ
ッ
ド
（
主
翼
端

の
小
翼
）
の
風
洞
実
験
等
や

今
後
、
ド
ロ
ー
ン
の
研
究
を

開
始
予
定
し
て
い
る
」
と
意

欲
を
述
べ
た
。

　
井
内
支
部
長
（
中
央
テ
ク

ノ
）
は
「
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

九
州
で
な
か
な
か
聞
け
な
い

テ
ー
マ
。
プ
ロ
セ
ス
等
に
つ

い
て
日
ご
ろ
の
業
務
に
役
立

て
ば
」
と
話
し
た
。

　
県
道
川
内
祁
答
院
線
で
配

水
管
布
設
工
事
を
行
う
２
社

は
、
薩
摩
川
内
市
祁
答
院
町

の
児
童
養
護
施
設
、
大
村
報

徳
学
園
で
、
安
全
協
議
会
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

実
施
。
園
内
広
場
を
整
備
し


日
、
同
学
園
の
平
林
輝
美

施
設
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

　
安
全
協
議
会
は
、
木
場
建

設
（
木
場
弘
子
社
長
、
２
娃

２
工
区
）
と
鬼
塚
鉄
工
所

（
鬼
塚
建
一
社
長
、
２
娃
１

工
区
）
で
構
成
。
同
学
園
前

で
工
事
を
進
め
て
お
り
、
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
実
施

し
た
。

　
広
場
は
、
建
物
跡
地
と

な
っ
て
い
た
敷
地
（
約
２
７

０
㎡
）
に
ま
さ
土
を
敷
い
て

整
地
。
子
供
た
ち
の
た
め
の

遊
び
場
を
整
備
し
た
。

　
同
学
園
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
、
平
林
施
設
長
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
園
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
制

限
さ
れ
、
園
内
に
新
た
な
遊

び
場
が
増
え
た
」
と
感
謝
の

言
葉
を
寄
せ
た
あ
と
「
安

心
・
安
全
に
心
掛
け
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
、
大
好
き
な

空
間
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
」
と
話
し
た
。

　
木
場
建
設
の
現
場
代
理
人

の
神
原
幸
雄
さ
ん
は
「
地

域
貢
献
を
通
し
て
、
未
来
の

あ
る
子
供
た
ち
に
、
建
設

業
な
ど
の
働
く
楽
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
。
鬼
塚
鉄

工
所
の
現
場
代
理
人
の
鍛
治

屋
真
人
さ
ん
は

「
安
心
し
て
園
生

活
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
で
き

る
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
思
い
を
語
っ

た
。

　
国
土
交
通
省
は
、
イ
ン
フ

ラ
や
交
通
な
ど
の
情
報
を
地

図
上
に
再
現
し
た
「
国
土
交

通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
に
地
方
自
治
体

団
体

の
橋
梁
点
検
結
果
デ
ー
タ
を

搭
載
し
た
。
３
月
末
ま
で
地

図
上
か
ら
点
検
記
録
や
写
真

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、

実
世
界
を
仮
想
空
間
に
再
現

す
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
実

現
を
目
指
し
、
国
交
省
が
開

発
し
た
も
の
。
気
象
、
交
通
、

イ
ン
フ
ラ
、
防
災
な
ど
の
デ

ー
タ
を
地
図
上
に
表
示
し
、

都
市
環
境
の
改
善
、
物
流
の

効
率
化
、
観
光
振
興
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
活

用
す
る
。

　
山
形
県
、
島
根
県
、
鳥
取

県
な
ど

自
治
体
の
管
理
シ

ス
テ
ム
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
で
試
行
的

に
接
続
す
る
こ
と
で
、
橋
梁

点
検
デ
ー
タ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
で
公
開
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
デ
ー

タ
を
施
設
管
理
者
で
あ
る
自

治
体
が
共
有
で
き
る
よ
う
に

し
、
維
持
管
理
業
務
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
狙
い
と
し

て
い
る
。

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
甑
島
分
会
（
純
浦

勝
志
分
会
長
）
は

日
、
薩

摩
川
内
市
の
甑
島
建
設
会
館

で
開
い
た
＝
写
真
＝
。
経
営

者
や
労
務
担
当
者

人
が
参

加
。
最
近
の
安
全
衛
生
の
動

向
な
ど
の
理
解
を
深
め
、
年

度
末
の
労
働
災
害
防
止
に
向

け
て
、
安
全
意
識
を
高
め
た
。

　
説
明
会
で
は
、
川
内
労
働

基
準
監
督
署
安
全
衛
生
課
の

太
良
木
則
孝
課
長
が
、
県
内

お
よ
び
管
内
の
災
害
発
生
状

況
や
災
害
事
例
を
も
と
に
、

墜
落
・
転
落
防
止
等
の
具
体

的
な
安
全
対
策
な
ど
を
説
明

し
た
。

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
建
築
分
会
（
中
村

明
人
分
会
長
）
と
県
建
築
協

会
（
同
会
長
）
は

日
、
鹿

児
島
市
の
県
建
築
会
館
で

建
設
業
無
災
害
運
動
月
間

説
明
会
を
開
い
た
＝
写
真
＝
。

会
員
ら
約

人
が
出
席
。
災

害
防
止
対
策
の
周
知
を
は
じ

め
、
危
険
箇
所
が
大
き
く
変

わ
る
建
設
業
特
有
の
環
境
に

さ
ら
な
る
安
全
意
識
の
向
上

を
促
し
た
。

　
講
話
で
は
、
鹿
児
島
労
働

基
準
監
督
署
地
方
労
働
衛
生

専
門
官
で
あ
る
赤
木
章
寛
氏

が
、
災
害
発
生
の
現
況
な
ど

を
報
告
し
た
ほ
か
、
改
修
に

対
す
る
石
綿
対
策
の
規
制
強

化
な
ど
を
解
説
。

　
川
井
田
哲
副
会
長
（
川
井

田
組
）
は
「
依
然
と
し
て
墜

落
・
転
落
が
多
い
。
年
度
末

の
繁
忙
期
、
事
故
に
注
意
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た

ほ
か
、
「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型

安
全
帯
の
特
別
教
育
の
受
講

も
会
員
に
促
し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
意
気
込
み
を
話
し

た
。

安
全
管
理
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
た
＝
伊

佐
市
の
現
地
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鹿児島大学生や会員ら36人

が飛行機設計など講話に耳

を傾けた＝鹿児島市のかご

しま県民交流センター
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整然とした現場環境や周辺

配慮を高く評した＝鹿児島

市吉野町の現地
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